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１．はじめに 

科学・理科に興味をもつ子どもを増やすため

には，家庭内で科学や理科に関する会話や遊び

をすることが非常に重要であると考えられる。 

しかし，我々の調査により，小中学生は科学

に興味を持っているが，多くの保護者はあまり

科学に関心を持っておらず，科学実験を行って

いる家庭は極めて少ないことが明らかとなっ

た 1）。このことから，多くの家庭では保護者か

らの科学に関する話題提供が困難な現状であ

ることが推測される。 

そこで我々は将来の保護者となる大学生に

注目し，科学に対する興味付けを行った。さら

にその意識の変化について追跡調査を行った。 

 

２．大学生に対する科学への興味付け 

および意識変化の追跡調査 

本学において，2012年 7月に 1週間に 1回

の頻度で計 3回の科学実験教室を，看護学部の

学生 20名（男 2名，女 18名）を対象として開

講した。全 3回の実験内容は浮沈子，水圧や真

空に関する実験である。教室開講の前後で参加

者に対して，科学への興味や，将来家庭で子供

と科学実験をしたいか等のアンケート調査を

行った。さらに，2年半後に同じアンケートを

実施することで，意識変化の追跡調査を行った。 

 

３．調査結果 

図 1にアンケート結果を示す。科学実験教室

受講後，科学に興味を持つ学生は 95％となっ

た。すなわち，科学実験教室は子供だけでなく

大学生の科学への興味づけにも効果があると

言える 1)。また実験教室の 2年半後には，興味

を持つ学生は 75％に減少したが，同学年の実

験教室未受講の学生(男 24 名，女 84名，興味

を持つ学生 56％)と比べると約 20％も多い。 

このように，将来の保護者となる大学生に対

して実験教室を開催し興味づけをすることで，

彼らの家庭において，科学実験や科学に関する

話題の増加が期待できる。また，定期的に実験

教室を開催すれば，さらなる効果が期待できる。 

 

４．おわりに 

多くの家庭では保護者からの科学に関する

話題提供が困難な現状である。そこで，我々は

保護者が科学教育に関与することを目的とし，

将来の保護者となる大学生を対象とした科学

実験教室を開催した。その結果，大学生に対す

る科学への興味づけに成功した。 
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図 1．大学生の科学に対する意識変化 
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